
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３年１月１０日                 全国一般神奈川                    第２７２（１） 

全国一般労働組合全国協議会神奈川 

発 行 者 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

横浜市中区翁町 1-5-14 

新見翁ビル４Ｆ 

TEL. FAX. 

 045-319-4391 

●
１
月
１
１
日 

１
９
時 

事
務
所 

神
奈
川
合
同
支
部
会
議 

 

●
１
月
１
２
日 

１
６
時 

平
労
会
館 

Ｆ
Ｆ
１
５
０
０
実
行
委
員
会 

●
１
月
１
２
日 

１
９
時 

事
務
所 

県
共
闘
幹
事
会 

 

●
１
月
１
４
日 

１
６
時 

厚
木
ア
ミ
ュ
ー 

郵
政
会
議 

 

●
１
月
１
５
日 

１
０
時 

ウ
エ
ブ 

丈
夫
屋
法
対 

●
１
月
１
５
日 

１
０
時 

事
務
所 

機
関
紙
発
送
作
業 

●
１
月
１
５
日 

１
４
時 

寿
公
園 

寿
労
働
相
談 

 

●
１
月
１
６
日 

１
９
時 

事
務
所 

神
奈
川
労
働
相
談
セ
ン
タ
ー
会
議 

 

●
１
月
１
９
日 

１
２
時
３
０
分 

川
崎 

ら
ぽ
う
る
の
樹
会
議 

 

●
１
月
２
０
日 

１
８
時
３
０
分 

Ｌ
プ
ラ
ザ 

県
共
闘
２
３
春
闘
学
習
会 

 

●
１
月
２
２
日 

１
４
時 

事
務
所 

第
４
回
支
部
代
表
者
会
議 

 

●
１
月
２
３
日 

１
９
時 

事
務
所 

第
４
回
担
当
者
会
議 

 

●
１
月
２
６
日 

１
６
時 

事
務
所 

横
浜
交
通
開
発
会
議 

●
１
月
２
６
日 

１
７
時
３
０
分 

局 

郵
便
港
局
団
体
交
渉 

●
１
月
２
６
日 

１
７
時
３
０
分 

横
浜
西
口 

Ｊ
Ａ
Ｌ
横
浜
西
口
情
宣
行
動 

●
１
月
２
６
日 

１
９
時 

事
務
所 

県
共
闘
事
務
局
会
議 

 

●
１
月
２
８
～
２
９
日 

 

全
国
協
各
県
代
表
者
会
議 

 

２
８
日 

１
３
時
～
１
７
時
３
０
分 

 

２
９
日 

９
時
３
０
分
～
１
２
時 

  

世
界
の
分
断
と
緊
張
の

拡
大
、
そ
し
て
日
本
の
軍

事
予
算
の
増
額
と
敵
基
地

攻
撃
能
力
の
保
有
、
原
発

の
再
稼
働
と
い
う
、
大
き

な
不
安
と
憤
り
の
な
か
で

２
０
２
３
年
を
迎
え
ま
し

た
。
私
た
ち
は
永
年
「
安

心
し
て
働
き
、
安
心
し
て

生
活
で
き
る
社
会
の
実

現
」
を
掲
げ
て
、
職
場
で
、

地
域
で
活
動
を
続
け
て
き

ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら

現
状
は
、
そ
の
実
現
と
は

程
遠
い
状
況
に
あ
る
と
言

っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。 

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
の
侵
攻
は
長
期
化

し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
だ
け

で
は
な
く
ロ
シ
ア
人
も
含

め
多
く
の
人
々
の
命
を
奪

い
、
生
活
を
破
壊
し
て
い

ま
す
。
こ
の
戦
争
に
よ
り

世
界
の
分
断
は
拡
大
し
、

力
に
よ
る
緊
張
は
さ
ら
に

増
し
て
い
ま
す
。
東
ア
ジ

ア
で
は
、
台
湾
有
事
を
中

国
の
脅
威
と
煽
り
、
北
朝

鮮
の
ミ
サ
イ
ル
を
脅
威
と

煽
り
な
が
ら
、
岸
田
政
権

は
軍
事
費
の
増
額
と
、
敵

基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
を

閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
軍

事
費
の
増
額
、
敵
基
地
攻

撃
能
力
を
持
つ
と
い
う
こ

と
は
、
す
な
わ
ち
相
手
と

想
定
さ
れ
る
国
か
ら
は

「
脅
威
」
と
な
り
、
日
本

の
基
地
が
攻
撃
対
象
と
な

る
こ
と
で
あ
り
、
戦
争
へ

一
歩
も
二
歩
も
近
づ
く
こ

と
と
な
り
ま
す
。
緊
張
を

緩
和
す
る
外
交
努
力
を
放

棄
す
る
に
等
し
い
、
ま
さ

に
、
太
平
洋
戦
争
後
、
戦

争
を
放
棄
し
た
国
か
ら
、

戦
争
を
す
る
国
へ
と
換
わ

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

一
方
で
、
軍
事
費
の
増

額
を
増
税
で
賄
お
う
と
す

る
議
論
が
出
て
い
ま
す
。

長
引
く
コ
ロ
ナ
感
染
、
そ

し
て
昨
年
か
ら
続
く
諸
物

価
の
高
騰
は
、
私
た
ち
生

活
者
、
労
働
者
の
暮
ら
し

に
直
撃
し
、
私
た
ち
の
生

活
は
疲
弊
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
食
料
品
を
は
じ

め
、
値
上
げ
が
予
定
さ
れ

て
お
り
、
さ
ら
に
増
税
と

な
れ
ば
、「
国
民
の
命
と
財

産
を
守
る
」
と
岸
田
政
権

が
軍
事
費
を
増
額
す
る
前

に
、
多
く
の
生
活
者
、
労

働
者
の
生
活
が
破
綻
し
ま

す
。 ２

０
２
３
年
の
私
た
ち

の
取
り
組
み
は
、
こ
う
し

た
状
況
を
し
っ
か
り
と
確

認
し
な
が
ら
進
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

今
の
状
況
で
必
要
な
の

は
、
軍
事
費
を
増
額
し
て

軍
事
大
国
化
す
る
の
で
は

な
く
、
原
発
災
害
の
収
束

も
ま
ま
な
ら
な
い
中
で
の

原
発
再
稼
働
で
は
な
く
、

医
療
や
介
護
、
保
育
と
い

っ
た
福
祉
政
策
の
充
実
で

あ
り
、「
親
ガ
チ
ャ
」
で
は

な
く
、
学
ぶ
機
会
の
均
等

で
す
。
そ
し
て
大
幅
な
賃

上
げ
と
働
く
環
境
の
改
善

で
す
。 

２
３
春
闘
は
職
場
の
賃

上
げ
、
環
境
改
善
は
も
ち

ろ
ん
、
反
戦
、
反
軍
拡
、

脱
原
発
等
と
結
び
つ
い

た
、
職
場
、
地
域
、
全
国

で
の
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
戦
争
は

真
っ
先
に
人
権
の
侵
害
か

 

２
０
２
３
年 

 

年 

頭 

挨 

拶 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

執
行
委
員
長 

 

沢
口 

和
善 

ら
始
ま
り
ま
す
。
労
働
者

の
権
利
侵
害
に
及
び
ま

す
。
諸
物
価
の
高
騰
を
跳

ね
返
す
大
幅
な
賃
上
げ
、

最
賃
の
引
き
上
げ
、
労
働

環
境
の
改
善
と
と
も
に
反

戦
、
脱
原
発
運
動
を
地
域
、

全
国
の
仲
間
と
取
り
組
み

ま
し
ょ
う
！ 

２３春闘、反戦平和の闘いを共に進めていこう！ 
安心して働き、安心して生活できる社会の実現を！ 

1神奈川県共闘1 2023 春闘学習会 
全国一般全国協議会の大野副委員長を招き、23 春闘取り組みに向け、
私たち労働者を取り巻く情勢、闘いの課題を話していただきます。大勢
の仲間の結集により 23 春闘の闘いのスタートを切りましょう！ 

★日時：1 月 20 日（金） 18：30～ 
★場所：神奈川労働プラザ（L プラザ）8４階 第４会議室 
★講師：全国一般労働組合全国協議会 大野隆 副執行委員長 

 

No War Yes Peace 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２３年１月１０日                全国一般神奈川                    第２７２号（２） 

第
４
９
次
寿
越
冬
闘
争
取
り
組
ま
れ
る 

横
浜
寿
町
は
港
横
浜
の
発
展
を
支

え
た
日
雇
い
労
働
者
の
街
で
あ
る
。

し
か
し
現
在
は
高
齢
化
が
進
み
生
活

保
護
世
帯
が
増
え
て
「
福
祉
の
街｣

に

な
り
つ
つ
あ
る
。 

役
所
が
閉
ま
る
こ
の
時
期
「
一
人

の
犠
牲
者
も
出
さ
な
い｣

を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
第
４
９
次
寿
越
冬
闘
争
が
取

り
組
ま
れ
た
。
１
２
月
３
０
日
か
ら

炊
き
出
し
が
行
わ
れ
、
３
１
日
に
は

年
越
そ
ば
、
１
日
に
は
お
赤
飯
弁
当

が
配
ら
れ
た
。
今
年
の
配
食
は
５
０

０
食
に
も
な
っ
た
そ
う
だ
。
又
、
野

宿
者
を
対
象
に
し
た
夜
間
の
パ
ト
ロ

ー
ル
も
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。
県
共

闘
は
、
神
奈
川
労
連
や
神
奈
川
交
流
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
争
議
団
の
仲
間
の
協
力
を
得

て
労
働
相
談
カ
フ
ェ
を
取
り
組
ん

だ
。「
誰
も
が
歳
を
取
る
中
で
一
人
ひ

と
り
の
生
き
ざ
ま
を
認
め
合
い
お
互

い
助
け
合
っ
て
生
き
て
い
く｣

こ
と

が
改
め
て
大
切
だ
と
思
わ
さ
れ
た
。 

昔
を
懐
か
し
み
な
が
ら
、「
明
日
の

話
が
で
き
る
社
会｣
に
し
て
い
く
こ

と
が
望
ま
し
い
。
物
価
が
上
が
り
、

給
料
は
上
が
ら
ず
、
生
活
保
護
費
も

下
げ
ら
れ
て
暮
ら
し
づ
ら
く
な
っ
た

世
の
中
だ
が
、
だ
か
ら
こ
そ
不
満
を

述
べ
る
だ
け
で
な
く
、
お
互
い
の
命

を
大
切
に
し
て
、
支
え
合
っ
て
生
き

る
社
会
を
創
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要

だ
。
寿
越
冬
闘
争
は
、
私
達
に
そ
の

こ
と
を
再
認
識
さ
せ
て
、
２
３
年
新

た
な
年
の
幕
を
開
け
た
。
今
年
は
良

い
年
に
し
て
行
こ
う
！
（
米
山
） 

地
球
温
暖
化
の
危
機
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
中
、
毎
年
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
の
出

来
事
ば
か
り
で
す
。 

コ
ロ
ナ
は
一
向
に
収
ま
る
気
配
が
な

く
、
私
達
の
職
場
で
も
感
染
者
が
出
て
い

ま
す
。 

若
者
の
貧
困
と
格
差
は
ま
す
ま
す
広

が
り
、
「
未
来
」
の
希
望
が
な
い
ま
ま
の

暮
ら
し
が
続
い
て
い
ま
す
。 

２
０
２
２
年
の
始
ま
り
は
２
月
、
ロ
シ

ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
で
し
た
。
「
国
家
」
に
よ
る
対

立
は
、
ア
ジ
ア
に
も
拡
大
し
、
北
朝
鮮
に

よ
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
ま
で
に
至
り
ま
し

た
。
そ
れ
に
対
し
て
岸
田
政
権
は
「
憲
法

９
条
」
の
非
武
装
・
専
守
防
衛
を
か
な
ぐ

り
捨
て
、
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
を
認
め

「
防
衛
費
拡
大
」
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
東
ア
ジ
ア
の
国
際
平
和
で
は
な
く
、
国

家
間
の
対
立
と
緊
張
を
増
大
さ
せ
る
ば

か
り
で
す
。
年
末
の
「
予
算
国
会
」
で
、

私
達
が
納
税
す
る
福
島
の
「
復
興
税
」
を

軍
事
費
に
使
う
、
と
い
う
予
算
案
が
、
国

会
の
審
議
も
な
い
ま
ま
に
採
決
さ
れ
る
、

と
い
う
信
じ
ら
れ
な
い
事
態
が
起
き
て

い
ま
す
。 

年
始
か
ら
年
末
ま
で
、
ひ
ど
い
こ
と
が

続
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
時
代
で
す
か
ら
、

ま
す
ま
す
労
働
組
合
の
役
割
が
大
切
な

時
代
と
な
っ
て
い
ま
す
。
と
も
に
頑
張
り

ま
し
ょ
う
。
（
田
中
） 

寿
町
越
冬
闘
争
は
第
４
９
次
、

当
方
は
医
療
班
と
し
て
３
６
回

目
の
越
冬
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の

間
、
変
わ
っ
て
き
た
寿
の
町
と
支

援
者
に
つ
い
て
記
し
ま
す
。 

①
労
働
者
の
町
か
ら
社
会
資
源

の
実
験
場
に 

８
０
年
代
、
ま
だ
健
全
な
日
雇

い
労
働
市
場
が
稼
働
し
、
来
談
者

の
平
均
年
齢
が
４
０
歳
前
後
、
越

冬
も
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
大
騒

ぎ
で
し
た
。
９
０
年
代
に
は
一
時

大
量
の
外
国
人
労
働
者
の
住
む

町
と
な
り
、
寿
公
園
か
ら
日
本
語

が
聞
け
な
く
な
る
有
様
、
２
０
０

０
年
以
降
、
来
談
者
平
均
年
齢
が

７
０
歳
近
く
に
な
り
、
様
々
な
介

護
保
険
・
障
が
い
者
支
援
事
業
が

立
ち
上
が
り
、
ま
る
で
社
会
資
源

の
実
験
場
の
よ
う
に
。
福
祉
・
介

護
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
が
急
速
に

増
え
、
気
が
付
け
ば
、
紳
士
の
町

横
浜
市
労
働
者
組
合 

自
主
連
帯
多
摩
川
病
院
労
組 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
感
染
発

生
か
ら
４
年
、
岸
田
自
公
政
権
は
昨
年

末
よ
り
い
よ
い
よ
そ
の
本
質
を
あ
ら
わ

に
し
て
き
ま
し
た
、
感
染
対
策
は
唯
一
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
み
、
い
や
そ
れ
す
ら

有
料
化
し
感
染
対
策
を
放
棄
せ
ん
と
し

て
き
て
い
ま
す
。
感
染
対
策
よ
り
経
済

対
策
と
舵
を
き
り
大
企
業
・
資
本
の
言

い
な
り
に
次
々
と
感
染
対
策
を
放
棄
そ

し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
症
の
分
類

を
引
き
下
げ
感
染
対
策
な
ど
一
切
放
棄

し
「
感
染
死
は
自
己
責
任
」
に
し
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。
ま
さ
に
貧
困
・
病
弱
・

高
齢
者
殺
し
の
何
物
で
も
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
う
し
た
中
、
岸
田
政
権
は
、
北

朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
や
ロ
シ
ア
に
よ

る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
受
け
軍
事
危
機

を
あ
お
り
敵
基
地
攻
撃
な
ど
先
制
攻
撃

へ
の
踏
み
込
み
と
軍
事
費
の
増
強
を
宣

言
し
て
き
ま
し
た
。
イ
ン
フ
レ
下
、
今

年
の
春
闘
は
官
製
（
政
府
・
経
団
連
・

連
合
）
に
よ
る
賃
上
げ5

％
で
は
こ
れ
ま

で
の
実
質
賃
金
マ
イ
ナ
ス
の
悪
循
環
か

ら
回
復
で
き
ま
せ
ん
。
格
差
と
困
窮
を

打
ち
破
る
大
幅
な
賃
上
げ
を
勝
ち
取
り

ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
２
０
２
３
春
闘

を
９
条
改
憲
・
軍
拡
反
対
の
闘
い
と
し

て
闘
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
横
浜
市
労

働
者
組
合
は
全
国
一
般
の
仲
間
や
地
域

の
仲
間
と
共
に
闘
い
ま
す
。
（
河
野
） 

 

１
２
月
２
５
日
ク
リ
ス
マ
ス
の

日
、
芋
煮
会
が
午
後
３
時
３
０
分

か
ら
組
合
事
務
所
で
行
わ
れ
た
。

前
段
で
は
２
０
２
２
年
最
後
の
支

部
代
表
者
会
議
が
行
わ
れ
、
会
議

で
は
、
こ
の
１
か
月
間
の
活
動
報

告
や
参
加
組
合
員
の
職
場
・
近
況

報
告
も
あ
っ
た
。
新
組
合
員
の
参

加
で
活
発
な
論
議
と
意
見
交
換
が

和
や
か
に
行
わ
れ
た
。
会
議
は
１

時
間
半
行
わ
れ
そ
の
後
芋

煮
会
に
移
行
し
た
。
こ
の

日
の
芋
は
、
加
藤
農
園
で

組
合
員
が
草
取
り
を
す
る

な
ど
し
、
汗
を
流
し
て
育

て
上
げ
た
も
の
で
今
年
は

段
ボ
ー
ル
３
箱
の
収
穫
と

の
報
告
も
あ
っ
た
。
芋
煮

会
の
準
備
は
合
同
支
部
の

野
中
さ
ん
を
中
心
に
大
鍋

い
っ
ぱ
い
の
芋
煮
と
三
浦

牛
の
骨
付
き
リ
ブ
な
ど
手

作
り
料
理
が
並
び
、
参
加

者
３
０
人
は
料
理
を
間
に

交
流
を
行
い
美
味
し
里
芋

を
食
く
こ
と
が
で
き
、
和

や
か
で
和
気
あ
い
あ
い
の

芋
煮
会
で
し
た
。 

今
年
も
加
藤
農
園
で
の

芋
の
栽
培
は
行
う
予
定

で
、
自
然
に
親
し
む
農
作

業
に
是
非
と
も
ご
参
加

を
！ 

（
佐
藤
） 

ほ
く
ほ
く
の
里
芋
・
美
味
し
く
食
く
！ 

各支部・分会・職場決意表明 ① 

に
な
っ
て
い
ま
し
た
。 

②
支
援
者
は
今 

若
手
医
師
・
看
護
師
・
学
生
、
を

中
心
に
構
成
さ
れ
、
エ
リ
ー
ト
集

団
だ
と
軋
轢
を
持
ち
ま
し
た
が
、

時
間
を
か
け
溶
け
込
ん
で
い
き

ま
し
た
。
９
０
年
代
の
川
崎
越
冬

に
、
医
療
班
の
大
半
が
向
か
い
ま

し
た
。
あ
の
若
手
支
援
者
は
今
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
や
地
域
で
活

躍
し
て
い
る
よ
う
で
、
医
療
班
は

活
動
家
養
成
所
の
よ
う
な
も
の

で
す
。 

③
越
冬
で
の
、
あ
る
出
会
い
・
・
・

マ
ー
ジ
ナ
ル
な
放
浪
者 

 

２
０
年
程
前
、
あ
る
労
働
者

が
、
象
形
文
字
の
よ
う
な
も
の
を

書
い
て
「
こ
れ
、
わ
か
り
ま
す
か
」

と
言
わ
れ
る
も
、
誰
も
分
か
り
ま

せ
ん
。
肩
を
落
と
し
て
去
っ
て
い

き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
山
窩
（
サ

ン
カ
）
文
字
だ
と
わ
か
り
ま
し
た

が
、
二
度
と
会
え
ま
せ
ん
。
ど
ん

な
人
生
を
経
て
き
た
の
か
、
辺
縁

（
マ
ー
ジ
ナ
ル
）
の
放
浪
者
と
の

出
会
い
で
し
た
。 

寿
医
療
班
か
ら
み
た
越
冬
闘
争 

寿
医
療
班
＆
ら
ぽ
お
る
の
樹
分
会 

八
谷
俊
彦 

－2023 春闘アンケート実施の案内と協力のお願い－ 
私たち全国一般神奈川では、今年も 2023 春闘要求の参考にすることを目的に

2023 春闘アンケートを実施します。職場、仕事への日頃の思いや意見を同封のア

ンケート用紙に記入の上返信をお願いします。 

※調査期間 2023 年 1月 10 日～22 日まで  ※返信先 組合事務所まで 
アンケート用紙に写真（画像）提出先のメールアドレス（ＱＲコード）を掲載します。 


